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（論文審査の要旨）

学位申請論文題名「アレルギー性鼻炎の発症に及ぼす星状神経節ブロックの効果ーラットを

用いての作用機序の実験的解析－Jについて，上記の主査 1名五日査 2名で審査を行った．

本論文の要旨：星状神経節ブロック（SGB）は，スギ花粉症の治療法として見いだされ有効性

が報告されているが，治療機序に関しては不明な点が多い．アレルギー性鼻炎の発症には

サブスタンス P(SP）等の神経ペプチドが重要な役割をはたしていることが知られている

ことから，今回アレルギー性鼻炎ラットを用いて SGBの鼻粘膜における神経ぺプチド産

生におよぼす効果を検討した.5適齢の雄 SD系ラットに 10%トノレエン・イソチオシアネ

ート（TDI）を 1日 1@]' 5 日間点鼻することによって感作ラットを作製した.TDI感作 1

日目に，被験ラットの両側頚部星状神経節を切除した．切除 4 日目に TDIを点鼻，アレノレ

ギー症状の発現と鼻汁中の SP濃度を ELISA法によって測定した．感作ラットの SGBの

施行により， TDI攻撃点鼻によるクシャミ，鼻掻き回数ならびに鼻汁中 SP濃度が対照ラ

ットと比較し，統計学的に有意に減少した．上述した結果は SGBが鼻粘膜における神経原

性炎症を抑制し，アレルギー鼻炎症状の発現を調節している可能性があることが示唆され

た．

本論文の内容理解を深めるために以下の質問を行ったD

．本研究の着服点について

・ TDI攻撃点鼻 6時間後に被験者ラットの腹腔内に注射した理由について

・ELISA法の測定方法

. 1群 5匹のラットの群間比較方法及び作成したグラフの詳細説明

．この研究を今後どのように発展させていくか

これらの質問に）Ii嶋氏は適切に田答し，主査 l名，副査 2名はその返答の妥当性及び新規性

を確認した．以上の審査結果から，本論文を博士（保健医療学）の学位授与に値するものと

判断した．

（掲載論文：昭和学士会誌 第 79巻第 5号 p654-660 2019 ) 

（主査が記載、 500字以内）


